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弥生

　村内の保育所や幼稚園で季節の行事が行われました。
１月２５日（金）幼稚園で、小正月行事の「団子さし」
が、２月１日（金）には保育所で節分行事の「豆まき」が
それぞれ行われました。

団子さし・豆まき
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　これまで泉崎村保育所は、村立の保育所として保育を実施してきましたが、近年、共働き世帯の増加や就労形態の多様
化が進み、保護者の保育ニーズに応じた多様な保育サービスの提供や経験豊富な保育士の安定確保等による保育の質の向
上が、これまで以上に求められます。
　こうした状況から、泉崎村保育所の運営方法を見直し、保育サービスの質の向上を図るため、保育所の運営を社会福祉
法人泉崎村社会福祉協議会に移行（民営化）することとなりました。
●保育所民営化の目的
①保育士の確保と保育サービスの質の向上
　保育サービスの質の向上には、経験豊富な質の高い
保育士の確保は欠かせません。保育士の安定雇用を前
提として、保育所の運営を泉崎村社会福祉協議会に移
行することで保育士の安定的な確保と保育サービスの
質の向上を図っていきます。
②保育所の安定的な運営
　泉崎村社会福祉協議会による保育所の運営に関わる
経費については、国・県・村からの補助金等により賄
われることから、安定的な運営が見込まれます。また、
施設の新設・増改築等の経費についても国や県からの
補助金を受けることが可能です。
●社会福祉協議会の選定理由
①保育の継続性の確保
　保護者が安心して子どもを預けることができるよう
に、一定期間、村正規職員を派遣します。これにより
社会福祉協議会に運営を移行後も保育の継続性が確保
できます。
②雇用の安定と保育の質の向上
　現在の泉崎村保育所の臨時・嘱託職員について、社
会福祉協議会の職員として継続雇用することで、保育
士の安定的な確保と保育業務への意識向上が図られま
す。
③村との連携による保育所運営
　現在、村は社会福祉協議会と人的交流などを通じて
一体的な福祉事業を展開しています。このことから、
村との密接な連携による保育所運営が期待できます。
●公私連携型保育所について
　泉崎村保育所の民営化にあたっては、児童福祉法第
５６条の８の規定に基づく「公私連携型保育所制度」
を活用しています。これは、村が社会福祉協議会と協
定を締結し、村職員の派遣や保育所運営に必要な土地、
建物等を無償で貸し付ける等、連携を図りながら継続
的かつ安定的に保育所の運営を行うものです。
　村では、民営化後も保育所の運営を支援していきま
すので、村民の皆様のご理解とご協力をよろしくお願
いいたします。

泉崎村保育所の民営化について 問教育委員会　☎５４・１５３３

平成31年３月３１日まで 平成31年４月１日から

名　　　称 泉崎村立泉崎村保育所 公私連携型保育所
泉崎保育所

運営方式 公設公営 民設民営（公私連携型）
設　置　者 泉崎村 泉崎村社会福祉協議会
運　営　者 泉崎村 泉崎村社会福祉協議会
定　　　員 ６０名 変更なし

運　営　費 村が負担 泉崎村社会福祉協議会が負担
（国、県、村が補助）

土地・建物 村が所有 村が所有（無償貸付）
施設修繕費 村が負担 大規模修繕は村が負担

職員配置 村職員 社会福祉協議会職員
・村職員（派遣）

方針・計画 保育所が作成

変更なし
開所時間 (平日）７時半～１８時半

（土曜）７時半～１７時
入所年齢 生後６か月から
保　育　料 村が定める額
保護者会費 月５００円

【事業内容の比較】
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　病気中又は病気の回復期の児童を一時的に保育することによって、保護者の就労等と子育ての両立を支援し、
児童の健やかな育成を図るため「しらかわ地域定住自立圏構想推進協議会」で病児保育室を検討してまいりまし
た。このたび、白河厚生総合病院敷地内に完成した「しらかわ病児保育室」が４月１日から運営を開始いたします。
利用に必要な申込書等は各学校・幼稚園・保育所を通じて後日配付いたします。また、教育委員会の窓口にもご
ざいますのでご利用ください。

しらかわ病児保育室のご案内 問教育委員会　☎５４・１５３３

Izumizaki-Country　Village Winter Plan　2018　11/1 ～ 2019　3/31

各種ご宴会・お食事会予約承ります

日帰りご宴会プラン（飲み物代別）
お一人様（諸税込）3,500円～

宿泊ご宴会プラン（飲み物代別）
お一人様（諸税込）8,500円～

様々なプランを揃え 皆様のお越しをお待ちしております。

対 象 児 童
児童が病気中または病気の回復期で集団保育が困難であり、保護者の勤務等の理由か
ら家庭で保育を受けることが困難な場合で、白河市、西郷村、泉崎村、中島村、矢吹
町に住所がある、１歳～１２歳（小学校６年生）までの児童が利用できます。

運 営 者 特定非営利活動法人　あったかたいむ

利 用 時 間
月曜日～金曜日　午前８時～午後６時まで
（土曜・日曜・祝日・年末年始はお休み）

利 用 料 金 １日あたり　２，０００円
（生活保護世帯及び市町村民税非課税世帯は無料）

利 用 の 方 法

１．「利用登録」の申込み
　　利用の見込がある方は事前に「利用登録申込書」を提出してください。
　　提出先：各学校、幼稚園、保育所、または村教育委員会
２．実施施設の利用予約
　　前日までに電話で空き状況を確認し、利用予約をしてください。
３．医師の診察及び医師連絡票の受領
　　かかりつけ医の診察を受けて、「医師連絡票」を記入して頂いてください。
　　※診察の際に病児保育室を利用する旨を医師にお伝えください。
４．実施施設へ児童を預ける
　　当日は「利用申込書」「医師連絡票」のほか必要な持ち物をもって、お子さまを

預けてください。
５．利用料金を施設へ支払う
　　お子さまのお迎えのときに、その日の利用料をお支払いください。
　　※予約のキャンセルは、必ず当日の午前９時までに施設へご連絡ください。

ご持参いただくもの

□母子手帳　□保険証　□受給者証
□薬、薬剤情報提供書（かかりつけ医から処方されている場合）
□お弁当（哺乳瓶、ミルク）、おやつ　□飲み物（OS-1、ポカリ等）
□歯ブラシ、コップ、食事用エプロン
□洋服の着替え（上下１組、下着各２組、スタイ２枚）
□おむつ、おしりふき（必要な場合）　□バスタオル（２枚）
□ビニール袋（着替え用）　□お気に入りのおもちゃなど
　※持ち物には必ず名前を記入してください。

お 問 い 合 せ 先 しらかわ病児保育室　　☎０２４８－２１－５８３３
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　住民票の住所の異動届（転出届・転入届・転居届など）は、国民健康保険、国民年金、選挙人名簿への登録な
どにつながる大切な手続です。

◆住民票の異動の届け出を！
　入学・就職・転勤等による引越しで、住所を異動される方は、住民票の異動の届出（転出届、転入届、転居届等）
を行ってください。

◆マイナンバーの「通知カード」、「マイナンバーカード（個人番号カード）」、「住民基本台帳カード」の住所変更
　の届出もお忘れなく！
　これらの「住所」は最新のものにする必要があります

【他の市区町村に転出・転入される場合】 【同一の市区町村内で転居される場合】

引越前の
市区町村

お住まいの
市区町村

引越後の
市区町村

［転出前に］
転出届を提出して転出証明書を
受け取る。

［転入した日から14日以内に］
転出証明書を添えて転入届を提
出する。

［転居した日から14日以内に］
転居届を提出

※市区町村窓口での「正確な住所の届出」が必要です（法
律上の義務です）

※正当な理由がなく住民票の異動の届出をしない場合、
５万円以下の過料に処されることがあります

引っ越しの際は、住所の異動手続きを忘れずに！ 問住民グループ　☎５３・２１１２

　この度、はにわの里飲食コーナーでは、お客様にご満足いただけ
るよう３種類の新メニューを追加しました。皆様のご来店を心より
お待ちしております。

　新メニューの三種類をご紹介します！（ＡＬＬ６００円）

①から揚げ定食（味噌汁・小鉢付）
揚げたてジューシーなから揚げが６個！

③牛丼（味噌汁・小鉢付）
肉好きの方におすすめ！

（火・水曜日限定）

②ビーフカレー・中辛（小鉢付）
濃厚で少しピリ辛ビーフカレー！

（常時提供） （常時提供）

住民の皆様に送付している
マイナンバーの ｢通知カード｣

身分証明書となる
「マイナンバーカード」（個人番号カード）

定 休 日：毎週月曜日
営業時間：午前１１時
　　　　　　　～午後２時

～はにわの里飲食コーナーより新メニューのお知らせ～
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Ｊ
Ａ
女
性
部
が
手
作
り
味
噌

を
寄
贈

　

１
月
18
日
㈮
に
Ｊ
Ａ
夢
み

な
み
女
性
部
泉
崎
支
部
長
の

廣
瀬
幸
子
氏
と
同
事
務
局
の

白
岩
多
賀
子
氏
が
来
庁
し
、

手
作
り
の
熟
成
味
噌
を
ご
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

味
噌
は
女
性
部
会
員
の
有

志
の
皆
様
が
作
ら
れ
た
も
の

の
中
か
ら
少
し
ず
つ
出
し

合
っ
て
集
め
た
も
の
で
、
合

計
で
約
30
㎏
に
な
り
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
味
噌
は
給
食

セ
ン
タ
ー
と
保
育
所
で
給
食

に
使
用
し
、
村
内
の
子
ど
も

た
ち
に
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
、
お
い
し
い
味
噌
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

小
・
中
学
生
81
名
が
英
語
検

定
に
挑
戦

　

１
月
26
日
㈯
泉
崎
図
書
館

に
お
い
て
２
０
１
８
年
度
第

３
回
英
語
検
定
試
験
が
行
わ

れ
、
２
級
か
ら
５
級
ま
で
そ

れ
ぞ
れ
で
泉
崎
村
内
の
小
・

中
学
生
総
勢
81
名
が
受
検
し

ま
し
た
。

民
生
児
童
委
員
３
名
が
永
年

勤
続
表
彰
受
賞

　

昨
年
行
わ
れ
た
、
第
87
回

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大

会
に
お
い
て
、
民
生
児
童
委

員
の
菊
地
行
雄
さ
ん
、
武
藤

英
雄
さ
ん
、
主
任
児
童
委
員

の
大
塚
和
子
さ
ん
の
３
名
が

在
任
期
間
10
年
以
上
務
め
た

方
に
贈
ら
れ
る
永
年
勤
続
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

寄贈された味噌を使用した給食

英検に挑戦する小・中学生

左から武藤委員、長久保会長、菊地委員大塚委員（左）と長久保会長（右）

幼
稚
園
で
「
団
子
さ
し
」

　

１
月
25
日
㈮
幼
稚
園
で
、

「
泉
崎
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

絡
協
議
会
」、「
泉
崎
村
い

ち
ょ
う
の
会
」、「
い
ず
み
ざ

き
語
り
の
会
」
の
皆
様
を
講

師
と
し
て
お
招
き
し
、
団
子

さ
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

団
子
さ
し
と
は
、
豊
作
祈

願
や
一
家
繁
栄
な
ど
の
願
い

が
込
め
ら
れ
、
小
正
月
（
1

月
15
日
）
に
行
わ
れ
る
伝
統

行
事
で
す
。

　

毎
年
、
時
期
遅
れ
の
実
施

と
な
っ
て
し
ま
う
も
の
の
、

地
域
の
方
々
に
由
来
を
聞
い

た
り
、
米
粉
に
食
紅
を
加
え
、

4
色
の
生
地
を
作
る
工
程
を

見
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
丁

寧
に
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
団
子
の
丸
め
方
や

ミ
ズ
キ
の
木
へ
の
飾
り
方

の
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が

ら
、
地
域
の
方
々
と
触
れ
合

い
、
伝
統
的
な
行
事
を
経
験

す
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も

達
の
成
長
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
く
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
う
や
っ
て
作
る
ん
だ
ー

上
手
に
さ
せ
る
か
な
？

　

泉
崎
村
学
力
向
上
推
進
委

員
会
で
は
、
学
力
向
上
推
進

事
業
の
一
環
で
英
語
検
定
・

数
学
検
定
を
全
額
公
費
負
担

と
し
て
お
り
、
小
学
校
卒
業

ま
で
に
英
検
５
級
ま
た
は
４

級
合
格
。
中
学
校
卒
業
ま
で

に
３
級
合
格
を
奨
励
し
て
お

り
、
中
に
は
２
級
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
生
徒
も
い
ま
す
。

　

ま
た
、
村
で
は
毎
週
、
小
・

中
学
生
を
対
象
に
数
学
・
英

語
の
土
曜
学
習
会
を
実
施
し

て
お
り
、
児
童
・
生
徒
ら
は
、

緊
張
し
な
が
ら
も
自
信
が
あ

る
様
子
で
、
目
を
輝
か
せ
な

が
ら
英
語
検
定
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
数
学
検
定
は
３
月

２
日
㈯
に
同
会
場
で
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
。
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保
育
所
で
子
ど
も
豆
ま
き
会

　

２
月
１
日
㈮
保
育
所
ホ
ー

ル
に
て
豆
ま
き
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
先
生
か
ら
節
分
に

つ
い
て
の
ク
イ
ズ
や
話
を
聞

い
た
後
、
ピ
ア
ノ
の
音
に
合

わ
せ
て
、
み
ん
な
で
「
ま
め

ま
き
」
の
歌
を
上
手
に
歌
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ク
ラ
ス
ご
と
に

お
面
の
発
表
を
す
る
と
、
ど

の
ク
ラ
ス
も
頑
張
っ
て
作
っ

た
自
分
だ
け
の
お
面
を
か
ぶ

り
、
満
足
そ
う
で
し
た
。

　

今
回
は
、
な
か
よ
し
ク
ラ

ブ
の
子
ど
も
達
も
お
母
さ
ん

方
と
一
緒
に
参
加
し
、
「
オ

ニ
の
パ
ン
ツ
」
を
み
ん
な
で

踊
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
赤
鬼
と
青
鬼
が

登
場
し
、
鬼
の
姿
を
見
て
泣

き
出
し
て
し
ま
う
子
も
い
ま

し
た
が
「
鬼
は
外
、
福
は

内
！
」
と
一
生
懸
命
、
豆
に

見
立
て
た
カ
ラ
ー
ボ
ー
ル
を

投
げ
て
、
み
ん
な
で
鬼
を
退

治
し
、
鬼
は
降
参
し
て
保
育

所
か
ら
逃
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

心
の
中
の
悪
い
鬼
も
出
て

行
き
、
福
の
訪
れ
を
願
い
、

楽
し
い
思
い
出
に
な
り
ま
し

泣き虫さんはいないかな？なかよしクラブさんも一緒に参加

在園児による発表

年長組から手作りのプレゼント贈呈

原山古墳群整備検討委員会の様子

第
３
回
原
山
古
墳
群
整
備

検
討
委
員
会
開
催

　

２
月
12
日
㈫
役
場
に
お
い

て
第
３
回
原
山
古
墳
群
整
備

検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

冒
頭
、
村
長
が
事
業
の
次

年
度
に
向
け
た
方
針
や
将
来

的
な
展
望
に
つ
い
て
述
べ
た

後
、
辻
秀
人
委
員
長
（
東
北

学
院
大
学
教
授
）
よ
り
「
原

山
古
墳
の
調
査
に
携
わ
っ
た

一
人
と
し
て
尽
力
し
た
い
」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
30
年
度
事
業

の
成
果
や
反
省
点
、
次
年
度

に
向
け
た
計
画
な
ど
に
つ
い

て
協
議
し
、
会
議
終
了
後
、

原
山
古
墳
群
現
地
に
お
い
て

具
体
的
な
調
査
方
法
や
範
囲

た
。
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
の
ご
参
加
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
行
い

ま
し
た
。

　

次
年
度
で
は
、
埴
輪
を
多

数
検
出
し
た
１
号
墳
（
前
方

後
円
墳
）
に
つ
い
て
、
よ
り

詳
細
な
遺
存
状
況
の
確
認
や

委
員
の
方
々
に
よ
る
原
山
古

墳
関
連
の
講
演
会
な
ど
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
発
掘
調
査
に
つ
い

て
は
、
で
き
る
限
り
村
民
参

加
型
で
行
な
っ
て
い
く
予
定

で
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る

方
は
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
ま

で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
教
育
課
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８・５
３・４
７
７
７

幼
稚
園
で

入
園
予
定
児
「
一
日
入
園
」

　

２
月
５
日
㈫
平
成
31
年
度

入
園
予
定
児
の「
一
日
入
園
」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

年
少
組
、
年
中
組
、
年
長

組
の
順
番
で
リ
ズ
ム
や
手
遊

び
、
バ
ル
ー
ン
等
の
在
園
児

に
よ
る
発
表
が
行
わ
れ
、
年

齢
に
応
じ
た
内
容
で
堂
々
と

楽
し
く
演
技
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
緊
張
し
な
が
ら

も
、
参
加
さ
れ
た
保
護
者
の

方
や
小
さ
な
お
友
達
か
ら
歓

声
や
大
き
な
拍
手
を
い
た
だ

く
と
、
と
て
も
嬉
し
そ
う
な

表
情
も
伺
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
発
表
を
通
し
て
、

達
成
感
を
味
わ
い
、
大
き
な

自
信
と
な
り
進
級
や
進
学
へ

の
期
待
に
も
繋
が
っ
た
よ
う

に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
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第
10
回
放
課
後
子
ど
も
教
室

「
子
ど
も
哲
学
会
議
」

　

１
月
18
日
㈮
第
一
小
学
校

で
、
第
10
回
放
課
後
子
ど
も

教
室
が
行
わ
れ
28
名
が
参
加

し
、「
子
ど
も
哲
学
会
議
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ク
イ
ズ
形
式
の
ミ
ニ
ゲ
ー

ム
で
盛
り
上
が
っ
た
後
、「
死

ん
だ
ら
ど
う
な
る
？
」、「
お

ば
け
っ
て
い
る
の
？
」、「
な

ん
で
お
母
さ
ん
は
い
つ
も
怒

る
の
？
」
な
ど
答
え
の
な
い

テ
ー
マ
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、

自
分
の
意
見
を
言
葉
に
す
る

こ
と
や
友
人
の
意
見
に
耳
を

傾
け
、
考
え
方
に
違
い
が
あ

る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
各
グ
ル
ー
プ
代

表
が
意
見
の
ま
と
め
を
発
表

し
、
分
か
り
や
す
く
、
ま
と

ま
り
の
あ
る
発
表
が
で
き
て

い
ま
し
た
。

　

恥
ず
か
し
そ
う
な
児
童
も

い
ま
し
た
が
、「
恥
ず
か
し

か
っ
た
け
ど
、
自
分
の
意

見
を
言
え
て
嬉
し
か
っ
た
」、

「
話
し
合
い
で
色
々
な
意
見

が
出
て
驚
い
た
」
な
ど
の
感

想
が
聞
か
れ
、
今
回
の
哲
学

第
11
回
放
課
後
子
ど
も
教
室

「
お
楽
し
み
会
・
閉
級
式
」

　

２
月
８
日
㈮
今
年
度
で
２

年
目
と
な
っ
た
地
域
学
校
協

働
本
部
事
業
、
平
成
30
年
度

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
「
お

楽
し
み
会
及
び
閉
級
式
」
が

第
一
小
学
校
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
38
名
は
、
１
年

間
一
緒
に
学
ん
だ
仲
間
と
、

団
体
競
技
の
「
し
っ
ぽ
と
り

ゲ
ー
ム
」
や
「
ド
ッ
ヂ
ボ
ー

ル
」、
個
人
競
技
の
「
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
ゲ
ー
ム
」
等
で
体

を
動
か
し
て
、
今
年
度
最
後

の
活
動
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
閉
級
式
が
行
わ

泉
崎
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
推
進
委
員
会
開
催

　

１
月
31
日
㈭
役
場
村
民

ホ
ー
ル
で
泉
崎
村
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推
進
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
、
一
小
、
二
小
、

中
学
校
の
４
班
に
分
か
れ
、

「
各
校
の
課
題
」、「
ど
ん
な

子
ど
も
に
し
た
い
か
」、「
地

域
・
保
護
者
と
し
て
の
取
組

み
」
の
３
つ
の
テ
ー
マ
で
話

し
合
い
ま
し
た
。

　

話
し
合
い
で
は
、
教
員
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
及
び
地
域
住
民
な
ど

様
々
な
立
場
か
ら
柔
軟
な
発

想
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
飛
び
交

い
活
発
な
協
議
の
場
と
な
り

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
住
民
の
方
は
、

「
幼
小
中
が
一
堂
に
会
し
て

意
見
を
交
わ
し
た
こ
と
で
、

子
ど
も
の
成
長
に
合
わ
せ
子

育
て
の
心
構
え
を
変
え
て

い
く
こ
と
が
大
切
と
気
付
い

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

村
教
育
委
員
会
で
は
、
平

成
31
年
度
中
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
本
格
化

さ
せ
る
計
画
で
す
。

※
泉
崎
村
教
育
委
員
会
は
、
教

育
と
は
家
庭
を
原
点
と
し
つ

つ
、
地
域
と
学
校
が
一
体
と

な
っ
て
社
会
全
体
で
担
う
も
の

で
あ
る
と
し
、
家
庭
・
地
域
・

学
校
が
み
ん
な
で
支
え
る
村
民

手
作
り
の
教
育
を
目
指
し
て
お

り
、
子
ど
も
達
が
未
来
の
創
り

手
と
な
る
た
め
に
必
要
な
知
識

や
力
を
育
む
、
村
な
ら
で
は
の

「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」

を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

左から皆勤賞の秋山樹吹くん、辺見愛幸さん、
野木梨生さん、鈴木大翔くん、佐川菫さん

しっぽとりゲームを楽しむ
子ども達

グループ発表の様子

班ごとに発表する参加者

れ
、
５
名
の
児
童
が
皆
勤
賞

で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
年
間
の
様
々
な
体
験
活

動
や
学
年
、
学
区
を
超
え
た

交
流
の
経
験
は
、
子
ど
も
達

の
心
豊
か
で
健
や
か
な
成
長

に
繋
が
る
と
と
も
に
、
地
域

の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、

充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係

者
の
皆
様
に
心
か
ら
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

会
議
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
ル
ー
ル
を
理
解
し
良
い
体

験
が
で
き
ま
し
た
。

【コミュニティ・スクールとは？】
　学校と保護者や地域の皆さんがともに
知恵を出し合い、学校運営に意見を反映
させることで、一緒に協働しながら子ど
も達の豊かな成長を支え「地域とともに
ある学校づくり」を進める法律（地教
行法第47条の6）に基づいた仕組みです。
 （文部科学省総合教育政策局より)
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室
陽
菜
さ
ん
マ
ー
チ
ン
グ
で

全
国
大
会
出
場

　

２
月
６
日
㈬
郡
山
女
子
大

学
附
属
高
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
部
３
年
生
の
室
陽
菜
さ

ん
が
全
国
大
会
へ
の
出
場
報

告
の
た
め
、
父
・
真
一
さ
ん

と
来
庁
し
、
久
保
木
村
長
よ

り
激
励
金
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。

　

同
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

部
は
、
２
月
17
日
㈰
に
神
奈

川
県
横
浜
市
で
開
催
さ
れ
る

第
18
回
マ
ー
チ
ン
グ
ス
テ
ー

ジ
全
国
大
会
の
出
場
権
を
獲

得
し
て
お
り
、
５
回
目
の
全

国
大
会
出
場
と
な
る
室
さ
ん

は
、
ソ
プ
ラ
ノ
サ
ッ
ク
ス
を

担
当
し
て
お
り
演
奏
初
め
の

ソ
ロ
部
分
を
担
当
し
ま
す
。

　

全
国
大
会
で
の
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

左から久保木村長、室陽菜さん、
父・真一さん

川
　
柳

喜
び
の
顔
を
見
た
さ
の
お
年
玉

毎
日
を
素
直
に
生
き
る
心
が
け

 

　
　
　

須
藤　

節
子

孫
か
ら
の
暖
か
半
天
お
年
玉

雪
の
朝
南
天
の
赤
日
に
光
る

 

　
　
　
　

塚
田　

照
子

孫
達
に
祖
父
母
か
ら
よ
と
お
年
玉

し
ん
し
ん
と
寒
さ
身
に
し
む
雪
の
朝

 

　

秋
山　

典
邦

笑
み
こ
ぼ
れ
老
い
て
も
嬉
し
お
年
玉

喜
寿
祝
い
孫
達
か
ら
幸
せ
も
ら
う

 

　
　

金
沢
ミ
サ
子

孫
達
に
弾
む
心
の
お
年
玉

幸
せ
は
三
代
揃
う
お
正
月

 

　
　
　
　
　

菊
地　

汀
舟

俚
　
謡

新
た
な
年
の
は
げ
し
い
寒
さ

　
　
　
　

春
を
待
っ
て
る
福
寿
草

 

　
　

須
藤　

節
子

春
一
番
の
黄
色
の
花
は

　
　
　
　

幸
福
招
く
福
寿
草

 

　
　
　
　

塚
田　

昭
子

寒
さ
に
耐
え
て
根
強
く
育
ち

　
　
　
　

花
を
咲
か
せ
た
福
寿
草

 

　
　

秋
山　

典
邦

庭
の
木
陰
げ
に
咲
い
て
る
花
は

　
　
　
　

な
ん
と
可
愛
い
福
寿
草

 

　

金
沢
ミ
サ
子

光
り
輝
く
初
日
を
浴
び
て

　
　
　
　

黄
金
に
光
る
福
寿
草

 
　
　
　

菊
地　

汀
舟

成
人
学
級　

文
芸
ク
ラ
ブ

今日の晩御飯 ＜そばのかりんとう＞

平成３０年度わが家のアイディア料理コンクール入賞作品②

材　料　　そば…２００グラム、塩…適量、砂糖…適量、油…適量

◆
作
り
か
た

①
そ
ば
を
７
セ
ン
チ

程
度
に
包
丁
で
切
る
。

②
170
度
に
熱
し
た
油

で
泡
が
な
く
な
る
程

度
に
揚
げ
る
。

③
引
き
上
げ
た
ら
、

す
ば
や
く
砂
糖
と
塩

を
お
の
お
の
に
ま
ぶ

す
。

◆
コ
メ
ン
ト

　

祖
父
が
そ
ば
屋
を

営
ん
で
い
ま
す
。
お

店
に
は
出
せ
な
い
切

れ
端
の
そ
ば
を
使
っ

て
料
理
を
し
ま
し
た
。

（
泉
崎
産
の
そ
ば
を

使
っ
て
い
ま
す
）

★★★　　今月おすすめレシピ　　村長賞　三瓶暖斗さん、孝夫さん　　★★★



■
泉
崎
南
東
北
公
開
講
座
の

お
知
ら
せ

〇
期
日　

３
月
16
日
㈯

〇
開
場　

13
：
30

〇
講
演　

14
：
00
～
15
：
00

〇
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

　
　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

集
団
検
診
室

〇
演
題　
「
外
科
救
急
の

　
　
　
　

意
外
な
５
つ
の
話
」

〇
講
師　

総
合
南
東
北
病
院

　
　
　
　

外
科

　
　
　
　

佐
藤　

直
先
生

■
今
年
４
月
以
降
の
眼
科
診

療
に
つ
い
て

　

現
時
点
で
診
療
日
時
等
の

予
定
が
決
ま
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
決
ま
り
次
第
、
診
療
所

内
の
掲
示
等
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

な
お
、
不
明
な
点
は
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

肺
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診
、

胃
が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検

診
な
ど
が
あ
る
こ
と
を
ス
ラ

イ
ド
を
使
っ
て
わ
か
り
や
す

く
解
説
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
検
診
（
健
診
）
の

感
度
と
特
異
度
及
び
、
そ
の

有
効
性
に
つ
い
て
の
お
話
も

あ
り
ま
し
た
。
感
度
、
特
異

度
と
も
に
100
％
が
理
想
で
す

が
、
非
常
に
難
し
い
こ
と
で
、

現
実
に
は
感
度
、
特
異
度
と

も
に
80
％
な
ら
ば
、
か
な
り

優
秀
な
医
師
で
あ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

最
後
に
検
診
（
健
診
）
で

デ
ー
タ
に
異
常
値
が
出
た
場

合
に
は
、
精
査
目
的
で
医
療

機
関
を
受
診
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
方

は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

泉
崎
南
東
北
診
療
所
で

は
、
当
日
講
演
さ
れ
た
内
藤

梓
先
生
に
よ
る
外
来
診
療
を

毎
週
火
曜
日
、
水
曜
日
、
木

曜
日
、
金
曜
日
の
全
日
お
よ

び
第
２
・
４
土
曜
日
に
実
施

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
受

付
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
健
康
診
断
の
お
話

　

泉
崎
南
東
北
診
療
所　

副

所
長　

消
化
器
科
の
内
藤
梓

先
生
よ
り
「
健
康
診
断
の
お

話
」
と
題
し
た
講
演
が
泉
崎

村
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

で
あ
り
ま
し
た
。

　

須
賀
川
市
出
身
の
内
藤
先

生
は
現
在
、
泉
崎
南
東
北
診

療
所
、
総
合
南
東
北
病
院
の

２
箇
所
で
勤
務
さ
れ
て
い
ま

す
。
自
己
紹
介
の
後
、「
検
診
」

と
「
健
診
」
の
違
い
に
つ
い

て
の
説
明
か
ら
講
演
は
始
ま

り
ま
し
た
。

　

あ
る
特
定
の
病
気
に
か

か
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
調

べ
る
た
め
に
診
察
、
検
査
を

す
る
こ
と
が
「
検
診
」、
健

康
か
ど
う
か
、
病
気
の
危
険

因
子
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確

か
め
る
こ
と
が
「
健
診
」
で

す
。

　

健
診
に
は
身
長
・
体
重
の

測
定
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
の
算
出
）、

胸
部
単
純
Ｘ
線
検
査
、
心
電

図
検
査
、
血
液
一
般
検
査
、

肝
機
能
検
査
、
腎
機
能
検
査
、

電
解
質
検
査
、
糖
尿
病
検
査
、

便
潜
血
検
査
な
ど
の
検
査
項

目
が
あ
る
こ
と
、
検
診
に
は
、

月 火 水 木 金 土 日

午　前
受付時間
8：30～
11：30

小林利男
整形外科・内科

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科

3/8.15.22.29診療

総合南東北病院
心臓血管外科

休

診

内藤　梓
消化器内科・外科 

内藤　梓
消化器内科・外科

小林奈美江
眼科

3/1.8.29診療

内藤　梓
消化器内科・外科
第2.4土曜日診療

八木正樹
小児科

3/14のみ診療

小林奈美江
眼科

3/16診療

午　後
受付時間

13：30～
16：00

北原正樹
内科・形成・皮膚・禁煙

内藤　梓
消化器内科・外科 

内藤　梓
消化器内科・外科

内藤　梓
消化器内科・外科

内藤　梓
消化器内科・外科

3/8.15.22.29診療

小林利男
整形外科・内科

第1.5土曜日診療

小林利男
整形外科・内科

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科
第2.4土曜日診療

緑川博文
心臓血管外科
3/4のみ診療

八木正樹
小児科

3/14のみ診療

小鹿山博之
内科・脳外科

第３土曜日のみ診療

※都合により診療時間や医師の変更がある場合がありますので、詳しい診療案内等は当診療所へお電話にてお問い合わせください。
※水曜日の受付は 14時30分までとなります。
※日曜・祝祭日・年末年始の休日の当番医は☎0248-23-9909（しらかわ情報センター）で確認いただけます。
 問い合わせ　泉崎南東北診療所　☎0248-53-2415

第１月曜日午後
（14：00 ～ 16：30）

診療所外来３月担当医
※3月１日（金）は内藤先生不在のため休診となります。
※3月１5日（金）、22日（金）は眼科が休診となるため、振替として3月16日（土）に診療を行います。

広報
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保健福祉総合センター　☎５４・１３３５

３月は自殺対策強化月間です

【変化に気づく】
　家族や仲間の変化に敏感になり、心の悩みを抱えている人のサインになるべく早く気づきましょう。
【じっくりと耳を傾ける】
　話題をそらしたり、訴えや気持ちを否定したり、表面的な励ましをすることは逆効果です。
　相手の気持ちを尊重し、時間をかけてできる限り傾聴しましょう。
【支援先につなげる】
　本人の置かれている状況や気持ちを理解してくれる周囲の人への協力を求めましょう。
　その方と連携して、専門家への相談につなげましょう。
【温かく見守る】
　自然な雰囲気で声をかけ、あせらず優しく寄り添いながら見守りましょう。

泉崎村特定不妊治療費助成事業のお知らせ
　村では、特定不妊治療（体外受精、顕微授精）を行うご夫婦の経済的負担を軽減するため、治療費の一部を助成しま
す。男性不妊も対象となります。詳しくは、泉崎村保健福祉総合センターまでお問い合わせください。
≪助成の内容≫
　１回の治療につき150,000円までを上限に、通算６回まで助成します。
　福島県特定不妊治療費助成制度を優先して適用し、その制度による給付額を控除した額が助成対象費用となります。
≪申　請　先≫
　泉崎村保健福祉総合センター　　☎0248-54-1335
≪そ　の　他≫
　福島県では、特定不妊治療費助成事業（男性不妊を含む）、不育症治療費助成事業も行っております。
　詳しくは下記までお問い合わせください。不妊や不育の専門相談も行っております。
　問県南保健福祉事務所　　☎0248-22-5647

建築工事などその他
☆気軽に御相談ください。

≪こころの健康相談統一ダイヤル≫

　TEL　0570-064-556
≪よりそいホットライン≫

　TEL　0120-279-338　FAX　03-3868-3811

厚生労働省　SNS　相談 検索

「声でも文字でも　少しずつでも　　　　　　　　　
　　　　　　　　あなたの今の気持ちを聴かせてください」
　自殺予防のための行動 ～いつでも　だれでも　どこでも～

≪SNS相談事業≫



　２月７日（木）に保
健福祉センターで行わ
れた６～８か月児健康
相談でブックスタート
を行いました。絵本を
保護者と赤ちゃんのふ

れあいのツールのひとつとして活用していただくために、
読み聞かせを体験した後にプレゼントしています。ご家
庭でも絵本を楽しんでいただきたいです。

広報
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　  泉崎図書館
☎５３・４７７９

図書館行事

おすすめの本
『いちばんわかりやすい通園・通学小物の基礎ＢＯＯＫ』
　　　　　　　　　　　　　　　成美堂出版（2014年刊）
　通園・通学に必要なバッグや袋をはじめ、生活の中で活躍するグッズを多数紹介
します。まずは必須アイテムの手さげバッグ、シューズケース、お着替え袋にお気
に入りの図案をアップリケして作ってみませんか。

　３月３日の節句にあ
わせて、今年も雛人形
を飾りました。図書館
入口横に展示してあり
ます。
　３月末まで展示予定
ですので、お気軽に図
書館までお越しくださ
い。

《新刊案内》
　　　　　　　　　書　　　名 　著　者 出　版　社 請求記号

いちごちゃん さとう　めぐみ ＰＨＰ研究所 E-ｻ
ちいさなちいさなほうせきのもり さかい　さちえ 教育画劇 E-ｻ
ぼくのなまえはユウユウ　どうぶつのかぞく 小手鞠　るい 講談社 K-913-ｺ
大人になってもこまらない！マナーとしぐさ 井垣　利英 ポプラ社 K-385-ｲ
むこう岸 安田　夏菜 講談社 YA-913-ﾔ
キンモクセイ 今野　敏 朝日新聞出版 913-ｺ
海近旅館 柏井　壽 小学館 913-ｶ
介護士Ｋ 久坂部　羊 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 913-ｸ
毎日ラクラク！中高生のお弁当304 成沢　正胡 枻出版社 596-ﾅ
東北本線　1960～90年代の思い出アルバム 牧野　和人 アルファベータブックス 686-ﾏ

知事許可（般-27）第27330号　（労大臣認）１級建築塗装技能士

☎・泉崎５３－４０６６・ＦＡＸ２１－６６７８

随時・社員（見習い可）募集中  /  社会・厚生年金・雇用保険有り

塗装【ペンキ】工事
住宅からビルデング
まで工場・オフィス
店舗・内外塗装工事

＊見積り無料
   （新築・リフォームも）
　お電話お待ちしております

看板の事なら何でも
福島県屋外広告業届出　第 30015 号

〠969-0101　福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字寺前 71
TEL・FAX　0248-53-4355

小林工芸
(     ) (    　　  )看板 　　　　エアーブラシ設計
施工

アンドン
イラスト、他
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小
林
伸
幸
・
三
浦
耕
志
朗

問
泉
崎
村
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
５
５

　

最
近
、
県
内
で
「
警
察
官
や

病
院
職
員
を
名
の
る
不
審
電

話
」
や
「
〈
特
定
消
費
料
金
未

納
に
関
す
る
訴
訟
最
終
告
知
の

お
知
ら
せ
〉
と
題
す
る
は
が

き
」
な
ど
、
な
り
す
ま
し
詐
欺

の
予
兆
と
思
わ
れ
る
相
談
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
宅
を
訪
れ
た
犯
人

に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど
を

す
り
替
え
ら
れ
、
盗
ま
れ
る
被

害
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

【
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
】

①
相
手
が
警
察
官
を
名
乗
る
場

合
は
、
一
旦
電
話
を
切
り
、
正

し
い
電
話
番
号
を
調
べ
て
か
け

直
す
。

②
絶
対
に
他
人
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
渡
し
た
り
、
暗
証
番

号
を
教
え
た
り
し
な
い
。

③
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
や
お

金
を
要
求
す
る
話
が
出
た
ら
、

「
詐
欺
」
を
疑
い
、
家
族
や
警

　

心
理
士
に
よ
る
心
の
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

心
の
悩
み
で
お
悩
み
の
方
、

又
は
そ
の
家
族
の
方
は
こ
の
機

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
の
予
約
が
必
要

で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

応
相
談

◆
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

 

総
合
セ
ン
タ
ー

問
村
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
５

　

村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
心

配
な
こ
と
が
あ
っ
て
困
っ
て
い

る
方
の
た
め
に
、
毎
月
第
２
土

曜
日
に
心
配
ご
と
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

３
月
９
日
㈯

　
　
　
　

10
：
00
～
12
：
00

◆
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

 

総
合
セ
ン
タ
ー

◆
相
談
員　

村
民
生
委
員

察
に
相
談
す
る
。

　

以
上
の
こ
と
な
ど
に
注
意
し

て
し
く
だ
さ
い
。

問
白
河
警
察
署

☎
０
２
４
８
・
２
３
・
０
１
１
０

　

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
発
生

の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ
の
時

期
に
合
わ
せ
、
春
季
全
国
火
災

予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
当
消
防
本
部
管
内

に
お
い
て
着
衣
着
火
（
着
て
い

る
衣
服
に
火
が
つ
く
）
に
よ
り

尊
い
命
が
奪
わ
れ
た
火
災
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

大
切
な
命
や
財
産
を
火
災
か

ら
守
る
た
め
に
、
日
頃
か
ら
火

災
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
防
火
標
語　

「
忘
れ
て
な
い
？　

サ
イ
フ
に

ス
マ
ホ
に　

火
の
確
認
」

◆
実
施
期
間　

３
月
１
日
㈮
～

３
月
７
日
㈭
ま
で
の
７
日
間

◆
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

【
３
つ
の
習
慣
】

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

物
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

相　
　

談

心
の
相
談
会

心
配
ご
と
相
談
所

る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
、
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す
。

【
４
つ
の
対
策
】

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

②
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
災
品
を
使
用
す
る
。

③
火
災
は
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
化
器
等
を

設
置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

【
火
災
・
救
急
・
救
助
は

 

１
１
９
番
】

問
矢
吹
消
防
署
泉
崎
中
島
分
署

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
９
７
８

　

３
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
は

空
気
が
乾
燥
し
、
山
火
事
が
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

な
り
す
ま
し
詐
欺
に

注
意
！ 案　

　

内

春
季
全
国
火
災

　
　
　
　

予
防
運
動

山
火
事
に

　

注
意
し
ま
し
ょ
う
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山
に
入
る
際
に
は
、
山
火
事

か
ら
大
切
な
森
林
を
守
る
た
め
、

火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

「
忘
れ
な
い　

豊
か
な
森
と　

火
の
怖
さ
」

（
山
火
事
予
防
運
動
統
一
標
語)

問
村
事
業
課
産
業
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
４
３
０

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
手
軽
に
年
金
加

入
記
録
等
を
確
認
で
き
る
「
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
提
供
し
て

お
り
ま
す
。

　

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
は
、

非
常
に
便
利
な
機
能
を
備
え
て

お
り
ま
す
。

・
24
時
間
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
、
最
新
の
年
金
加
入
記
録
を

確
認
で
き
ま
す
。

・
年
金
の
支
払
い
に
関
す
る
通

知
書
や
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

を
パ
ソ
コ
ン
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

・
将
来
受
け
取
る
年
金
の
見
込

額
を
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
に
応
じ

て
試
算
で
き
ま
す
。

　

ご
利
用
の
際
は
、
年
金
手
帳

な
ど
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
基

礎
年
金
番
号
」
を
ご
準
備
の
う

え
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
と
検
索
し
、
新
規
登

録
画
面
か
ら
ご
利
用
登
録
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
５
８
・
５
５
５

Ｑ　

先
日
夫
が
亡
く
な
り
ま
し

た
。
私
た
ち
夫
婦
の
間
に
は
子

供
が
い
な
い
の
で
す
が
、
夫
の

弟
が
遺
産
を
分
け
て
欲
し
い
と

言
っ
て
い
ま
す
。
夫
の
弟
に
も

相
続
権
は
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
？

Ａ　

亡
く
な
っ
た
方
（
被
相
続

人
）
が
遺
言
を
残
し
て
い
な
い

場
合
、
民
法
で
定
め
ら
れ
て
い

る
優
先
順
位
に
よ
り
相
続
人
が

決
ま
る
こ
と
は
前
回
お
話
し
し

た
と
お
り
で
す
。
被
相
続
人
の

子
（
孫
）
や
父
母
（
祖
父
母
）

が
い
れ
ば
兄
弟
姉
妹
に
相
続
権

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
も

い
な
い
と
き
は
、
第
３
順
位
の

兄
弟
姉
妹
が
被
相
続
人
の
配
偶

者
と
共
に
相
続
人
と
な
り
ま
す
。

被
相
続
人
よ
り
先
に
兄
弟
姉
妹

が
亡
く
な
っ
て
い
る
場
合
は
、

甥
姪
の
一
代
に
限
り
代
襲
相
続

人
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
被
相
続
人
に
婚
外

子
や
先
妻
と
の
間
の
子
が
い
る

場
合
は
、
そ
の
子
が
相
続
人
と

な
り
ま
す
の
で
、
相
続
人
を
確

定
さ
せ
る
に
は
し
っ
か
り
と
戸

籍
を
調
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

次
回
は
、
第
４
回
「
遺
言
書

が
争
い
を
防
止
す
る
？
」
を
テ

ー
マ
に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
福
島
県
司
法
書
士
会

☎
０
２
４
・
５
３
４
・
７
５
０
２

福
島
地
方
法
務
局

☎
０
２
４
・
５
３
４
・
２
０
４
５

　

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員

採
用
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
試

験
・
大
卒
程
度
試
験
）
及
び
一

般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

申
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
試
験

・
大
卒
程
度
試
験
）
】

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受
付

期
間　

３
月
29
日
㈮
９
：
00
～

４
月
８
日
㈪
受
信
有
効

◆
第
１
次
試
験　

４
月
28
日
㈰

【
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試

験
）
】

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受
付

期
間　

４
月
５
日
㈮
９
：
00
～

４
月
17
日
㈬
受
信
有
効

◆
第
１
次
試
験　

６
月
16
日
㈰

　

な
お
、
申
込
方
法
や
受
験
資

格
等
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
人
事
院
東
北
事
務
局

 

第
二
課
試
験
係

☎
０
２
２
・
２
２
１
・
２
０
２
２

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ＵＲＬ http://w
w

w
.jinji.go.jp/

saiyo/saiyo.htm

あ
な
た
の
年
金

簡
単
便
利
な
「
ね
ん

き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
！

第
３
回
「
誰
が
相
続

人
に
な
る
の
？
②
」

プリザーブドフラワー・ギフト販売・ハーバリウム教室
ライク・ザ・セラピー（もみほぐし、手もみマッサージ）はじめました

モント　　　　　　　　　　　ブレチア

営業　月・水・金・土　10：00～17：00

国
家
公
務
員
採
用

　

試
験
の
お
知
ら
せ

募　
　

集
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今 月 の 行 事　　【３月10日～４月９日】

■ 内科・外科

※急患のための制度です。［診療時間　9時～17時］
※変更等もありますので受診前に確認してください。月の休日当番医

■ 小児科

３
■ 歯科

17（日） み う ら 小 児 ク リ ニ ッ ク
☎28-1001（白河市石阿弥陀）

あ り が ク リ ニ ッ ク
☎21-1311（白河市北中川原）

三 森 歯 科 医 院
☎23-2401（白河市愛宕町）

21（木） わ た な べ 子 ど も ク リ ニ ッ ク
☎2１-2166（白河市老久保）

い が ら し 内 科 ク リ ニ ッ ク
☎21-9111（白河市老久保）

本 柳 歯 科 医 院
☎53-5030（泉崎村八丸）

24（日） ね も と キ ッ ズ ク リ ニ ッ ク
☎21-5623（白河市立石山）

大 高 内 科 胃 腸 科
☎24-1456（白河市道場小路）

山 本 歯 科 医 院
☎24-2888（白河市昭和町）

31（日） す ず き 内 科 ク リ ニ ッ ク
☎24-4114（白河市森の内）

大 高 整 形 外 科
☎23-9988（白河市昭和町）

よ し な り 歯 科 医 院
☎24-3020（白河市天神町）

7（日） 関 医 院
☎23-3003（白河市横町）

片 倉 内 科 胃 腸 科 ク リ ニ ッ ク
☎27-2770（白河市立石）

内 藤 歯 科 ク リ ニ ッ ク
☎22-7252（白河市久田野）

３／

４／

10
（日）休日窓口開庁日（役場・社協）

11
（月）

12
（火）

なかよしクラブ
●可燃ごみ

13
（水）

卒業証書授与式
▲資源ごみ

14
（木）

15
（金）

修了式（年少、年中）
●可燃ごみ

16
（土）休日窓口開庁日（役場・社協）

17
（日）

春季囲碁大会
休日窓口開庁日（役場・社協）

18
（月） 卒園式

19
（火）

学年末休業、
　預かり保育（19日～30日）
●可燃ごみ

20
（水）

満了式
・ 修了式

▲資源ごみ

21
（木）休日窓口開庁日（役場・社協）

22
（金）

・ 卒業証書授与式
修了式

●可燃ごみ■不燃ごみ

23
（土）休日窓口開庁日（役場・社協）

24
（日）休日窓口開庁日（役場・社協）

25
（月）

26
（火）

1歳児・2歳児健康相談（フッ素塗
布)
●可燃ごみ

27
（水）▲資源ごみ

28
（木）
29
（金）

休肝日
●可燃ごみ

30
（土）休日窓口開庁日（役場・社協）

31
（日）休日窓口開庁日（役場・社協）

4/1
（月）

入所式、進級式、父母の会総会
預かり保育受け入れ（1日～8日）、

　学年始休業
集落排水使用料第６期納入期限
村営住宅使用料３月分納入期限

2
（火）

継続児平常保育・新入児慣れ保育
●可燃ごみ

3
（水）▲資源ごみ◆粗大ごみ戸別収集

4
（木）
5

（金）●可燃ごみ■不燃ごみ

6
（土）休日窓口開庁日（役場・社協）

7
（日）休日窓口開庁日（役場・社協）

8
（月）

新入児給食開始
・ ・ 入学式、始業式

9
（火）

始業式、午前保育（11日～19日）
休肝日
●可燃ごみ

会場：　幼稚園　　第一小学校　　第二小学校　　中学校　　保育所　　児童館　　保健センター　　公民館　　資料館　　図書館
　　　　トレーニングセンター　　弓道場　　ソフトボール場　　　さつき野球場　　　パークゴルフ場

幼 一 二 中 育 保児 公 資
さ パト 弓 ソ

図

TEL&FAX  0248-21-5143
〒969-0103　泉崎村大字北平山字下原25-1

白河装美白河装美ハウスクリーニング

お客様の喜び
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４Coupon
泉崎さつき温泉

（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

３ ３ ３
日帰り入浴　１００円割引券

有効期限：H31.４.30

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可

Coupon
泉崎さつき温泉

（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

日帰り入浴　１００円割引券
有効期限：H31.４.30

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可

Coupon
泉崎さつき温泉

（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

日帰り入浴　１００円割引券
有効期限：H31.４.30

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可

基準日 世帯数
（戸）

村の人口（人)

２月１日

現　　在

男 3,112
6,311 2,143

女 3,199

１月１日

現　　在

男 3,115
6,326 2,152

女 3,211

待
春
の
ひ
か
り
の
中
の
脇
の
下　
　
　
　
　
　

和　

子

岩
窪
に
根
つ
こ
貼
り
つ
く
寒
さ
か
な　
　
　
　
　

々

正
面
の
杉
一
本
の
寒
さ
か
な　
　
　
　
　
　
　

文　

子

大
岩
を
後
に
冬
の
去
り
ゆ
け
り　
　
　
　
　
　
　

々

春
光
や
整
然
と
あ
る
木
立
群　
　
　
　
　
　
　

圭　

子

対
岸
に
廻
り
道
あ
り
下
萠
ゆ
る　
　
　
　
　
　
　

々

渦
巻
き
し
水
の
光
り
の
枯
木
山　
　
　
　
　
　

堯　

子

凍
滝
の
全
容
見
え
ず
戻
り
け
り　
　
　
　
　
　
　

々

音
も
な
く
流
る
る
水
の
二
月
か
な　
　
　
　
　

秀　

治

春
天
へ
り
ん
り
ん
と
な
る
梢
か
な　
　
　
　
　
　

々

春
の
木
の
光
り
蓄
へ
ゐ
る
ご
と
し　
　
　
　
　

栄　

子

山
々
に
声
の
満
ち
ゆ
く
二
月
か
な　
　
　
　
　
　

々

薄
氷
の
と
つ
ぜ
ん
光
る
崖
の
裏　
　
　
　
　
　

光　

德

春
の
日
の
山
そ
れ
ぞ
れ
の
腕
ま
く
り　
　
　
　
　

々

ぞ
う
ぞ
う
と
枯
れ
葉
抱
へ
し
洞
か
な　
　
　
　

ゆ
き
こ

寒
林
や
風
を
育
て
て
笑
ひ
を
り　
　
　
　
　
　
　

々

冬
の
川
は
ら
は
ら
光
る
小
さ
な
旅　
　
　
　
　

光　

郎

空
深
く
寒
林
の
数
ば
ら
撒
か
れ　
　
　
　
　
　
　

々

林
中
に
黙
つ
て
立
て
る
春
こ
こ
ろ　
　
　
　
　

直　

子

裏
山
の
風
の
さ
や
ぎ
の
春
め
け
る　
　
　
　
　
　

々

鑑
賞
句　

胞
飛
ん
で
し
ま
ひ
て
や
る
せ
な
き
土
筆�

後
藤
比
奈
央

　

誰
で
も
知
っ
て
い
る
杉
菜
の
子
、
旬
を
過
ぎ
た
土
筆
（
つ
く
し
）
の
様
子

を
「
や
る
せ
な
き
土
筆
」
と
俳
諧
味
を
も
っ
て
詠
ん
で
い
ま
す
。
俳
句
の
楽

し
い
と
こ
ろ
で
す
。�

（
五
十
嵐
直
子
）

こ
ち
ら　

戸
籍
窓
口

お
子
さ
ま
の
名
前
（
父
・
母
氏
名
）

お
め
で
た

橋
本　

美み
つ
き
月
姫
ち
ゃ
ん

（
忠
文
さ
ん
・
由
佳
莉
さ
ん
）

兼
子　

怜れ
い依
く
ん

（
卓
也
さ
ん
・
祐
子
さ
ん
）

釜
田　

彪ひ
ゅ
う
が雅く

ん
・
凰こ
う
が雅

く
ん

（
亮
さ
ん
・
加
奈
さ
ん
）

お
悔
や
み

関
根　

イ
ネ
さ
ん

　
　
（
94
歳
・
踏
瀬
字
長
峯
）

熊
井　

チ
ヨ
さ
ん

　
　
（
89
歳
・
泉
崎
字
鶴
番
小
屋
）

長
谷
川
松
雄
さ
ん

　
　
（
85
歳
・
泉
崎
字
十
軒
前
）

五
十
嵐
ト
ミ
さ
ん

　
　
（
89
歳
・
踏
瀬
字
前
田
）

鈴
木　

利
子
さ
ん

　
　
（
83
歳
・
関
和
久
字
瀬
知
房
後
）

鈴
木　

リ
ツ
さ
ん

　
　
（
103
歳
・
関
和
久
字
雷
神
山
）

白
岩　
　

博
さ
ん

　
　
（
64
歳
・
泉
崎
字
大
小
踏
切
）

石
井　

初
代
さ
ん

　
　
（
71
歳
・
北
平
山
字
道
下
前
）

菊
地　

キ
ミ
さ
ん

　
　
（
105
歳
・
北
平
山
字
新
田
）

緑　

川　

陽　

晃
さ
ん

　
　
　
　

沙　

織
さ
ん

お
祝
い

  

Farmer’s Market

こころや

老舗蒟蒻店さん
に教わる

   泉崎村川畑 37-1 TEL 0248-53-5568 

ところてん作り教室（要予約：定員15名）
3月26日（火）14時～　参加費 2,000円
※エプロン、タッパーをご持参ください

お供え用の切花やぼたもちを取り揃えております

3月18日（月）～23日（土）

 
ス タ ッフ 募 集

 ①介護員　② 調理員　③ 生活相談員

特別養護老人ホーム ケアハウス泉崎
〒969-0104 西白河郡泉崎村太田川字金山34

☎０２４８－５３－３４５０

〒969-0101 西白河郡泉崎村泉崎字笹立山７-１
☎０２４８－２１－８０８３

地域密着型  特別養護老人ホーム さつきの郷
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発
行
・
編
集
　
泉
崎
村
役
場
総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

T
EL 0248 -53 -2111  FA

X
 0248 -53 -2958

〒
969-0101　

　
福
島
県
西
白
河
郡
泉
崎
村
大
字
泉
崎
字
八
丸
145

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

http://w
w

w
.vill.izum

izaki.fukushim
a.jp/

平
成

31年
３

月
１

日
発

行（
毎

月
１

日
発

行
）

い
ず
み
ざ
き 地域で輝くヒトやモノをご紹介

リレートーク 穂積祐一さん（字谷地久保）

　私は泉崎で生まれ育ち、就職を
機に泉崎を離れましたが、一昨年、
泉崎へ戻ってきました。
　久しぶりの地元は、昔遊んだ場
所や思い出の場所などがすっかり
様変わりしていて、少し寂しい感
じがしました。
　現在、私は妻と子ども３人の家
族５人で暮らしています。
　長女は小学校３年生から転校し
たため、学校に馴染めるか、友達

ができるか心配でしたが、すぐに
学校にも慣れ、今では、友達もた
くさんいるようで安心しています。
　長男はスポ少に入団し、ミニバ
スケットボールを始め、本人なり
に一生懸命頑張っているようです。
　これからも子ども達の成長を楽
しみにしながら、家族５人仲良く
楽しく、この泉崎で過ごしていき
たいと思います。

217

泉崎村家庭バレーボール協会が泉崎バレースポーツ少年団に用具を寄贈

五
十
嵐
暁あ
き

都と

く
ん
（
字
行
屋
）

水
野
怜れ
い

ち
ゃ
ん
（
字
行
屋)

植
田
三み
つ
葉は

ち
ゃ
ん
（
踏
瀬
字
大
山
）

海
上
律り

菜な

ち
ゃ
ん
（
字
新
宿
）

次回、釜田加奈さんに
バトンタッチ！

　２月 12 日（火）泉崎村家庭バレーボール協会は泉崎バレースポーツ少年団へ審判台や得点板などのたくさんの
バレーボール用具を寄贈されました。当協会は、昨年 4 月の総会をもって解散を決定しておりましたが、30 年以
上にわたり家庭バレーボールの奨励と運営のために蓄えられてきた財産の使途について協議を重ねた結果、全国大
会や県大会へ出場するなど活躍をしている泉崎バレースポーツ少年団に用具を寄贈することになりました｡
　寄贈にあたり、前家庭バレーボール協会長の駒橋優美さんが「大切に使っていただき、益々の活躍を期待してい
ます」とあいさつし、寄贈されたスポ少の団員全員で御礼の言葉を述べました。

バレーボール用具の寄贈を受ける
泉崎バレースポ少の皆さん

塩
田
那な

ち地
く
ん
（
字
八
雲
神
社
）

Happy Birthday
は っ ぴ い　 ば あ す で い

今月１歳の誕生日


